
教育学研究科 3 つのポリ シー（ 令和4 年度以降入学生適用）

【 教育目標】

教育学研究科は、 人間形成の土台となる乳幼児・ 児童期の発達に関わる研究を行い、 保育学・

初等教育学に関して高度な専門性を有する研究者・ 教育実践者の育成を目標とします。

【 ディ プロマポリ シー】

本研究科は、 次のよう な資質・ 能力を有すると認められた者に修士（ 教育学） の学位を授与し

ます。

1 ． 教育または保育の理論、 制度、 歴史、 社会情勢、 指導または支援等に関する幅広い専門的知

識を身に付けている。

2 ． 教育または保育に関する諸問題に対して、 実証可能な問いを的確に設定することができる能

力、 解を導く ための適切な方法を考えデザインすることができる能力、 その方法を遂行でき最

適な解を導く ことができる課題解決能力を身に付けている。

3 ． 上述の知識や課題解決能力を教育または保育、 関連領域に関する研究課題に応用し活用でき

る研究遂行能力を身に付けている。

4 ． 主体性、 積極性を有し 、 他者と協働しながら問題解決や研究課題に取り 組み、 その成果をま

とめ、 他者に分かり やすく 発信する能力を身に付けている。

5 ． 教育または保育、 関連領域に携わる高度専門職業人として相応しい倫理観、 価値観を身に付

けている。

【 カリ キュラムポリ シー】

本研究科は、 ディ プロマポリ シーに掲げる資質・ 能力の修得のため、 以下に示す教育課程を編

成すると と もに学修方針を定めています。

1 ． 学修のための枠組みとして「 教育学系」「 保育・ 教科教育系」「 教育臨床系」 の3 つの系を置

いている。

2 ． 各系における教育課程編成は、 それぞれの分野における高度な専門的知識の修得を図ること

を基本としている。 大学院生は3 系から1 つを選択し 、 その系の専門分野に即した学修を行う

が、 他系科目の履修による幅広い学修も確保されている。

3 ． 大学院の学修における中心は修士論文作成である。 修士論文の作成を通じて高度な研究遂行

能力の涵養を図っている。 修士論文作成のための必修科目として「 研究方法論」と「 特別研究」

を置いている。「 特別研究」 は指導教員が担当し、 そこにおいて修士論文作成のための具体的

な指導がなされる。 修士論文の評価は「 教育学研究科学位論文審査基準」 にしたがって行われ

る。

4 ． 教育学研究科の授業のほと んどは少人数教育で行われ、 教員と 大学院生によるディ スカッ

ショ ンを通じての授業への能動的参加を促進している。

5 ． 本学付属の幼稚園、 保育園、 発達支援センターと連携した学修を通じて、 保育や発達支援の

現場実践に即した課題解決能力の涵養を図っている。

【 アド ミ ッ ショ ンポリシー】

本研究科は、 次のよう な資質・ 能力・ 意欲を有している人を受け入れます。

1 ． 本研究科での学修にとって必要な学力的基盤を有している人

2 ． 本研究科で学修したいという 強い目的意識と熱意を有している人

3 ． 本研究科修了後に、 修得した専門的知識、 実践力及び研究遂行能力を高度専門職業人として

活用する意欲を持っている人

これらの資質・ 能力・ 意欲を書類審査、 筆記試験、 面接によって総合的に評価します。
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